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はじめに 
 
九州南端から鹿児島県南端の与論島まで連なる薩南諸島は、複雑な地史、暖温帯

と亜熱帯の境界部にあり異なる温度環境を持つことなどから多くの固有種･希少種

が存在し、その学問的・生物資源的な価値はきわめて高い地域です。特にアマミノ

クロウサギなどが生息する奄美群島には生物多様性が高い独自の生態系があり 

世界遺産候補地となっていますが、その研究はあまり進んでいません。また、世界

自然遺産指定後観光資源として活用することを地元では期待しており、適切に管理

して観光資源として活用していく指針が求められています。 
鹿児島大学は平成 27 年 4 月に教員が常駐する国際島嶼教育研究センター奄美 

分室を、奄美市に提供していただいた建物に設け、地域に密着した研究・教育を  

開始しました。それとともに、この奄美分室を強化し世界遺産へ向けた教育研究を 

行なうために、平成 27 年度文部科学省特別経費（プロジェクト）「薩南諸島の生物

多様性とその保全に関する教育拠点形成」を推進することにしました。 
このプロジェクトは、世界自然遺産候補地の奄美群島及び周辺の薩南諸島を対象

に、1）生物多様性の保全に関する人材の育成と研究成果の発信、2）生物多様性の

成立機構の研究、3）生態系の多様性維持機構の研究、4）保全地域の管理運用・   

観光利用計画策定に関する研究を推進することを目的にしています。その運営には

奄美市、そして鹿児島大学の各学部や学内共同利用施設など 40 数名の教員が参加

しています。教育･研究の内容は主に 5 つの分野（陸上植物、陸上動物、人と自然、

水圏、基礎）からなります。 
平成 27 年度の具体的な活動として、各研究者が各自の研究を推進するとともに、

一般市民を対象にした干潟（平成 27 年 9 月 26 日）や森林（平成 27 年 12 月 23 日）

の観察会、奄美分室を利用した様々なテーマでの研究会などを開催しました。また、

平成 27 年 5 月から平成 28 年 4 月には毎週一度「生物多様性と保全―奄美群島を  

例に―」というコラムを地元新聞紙面に全研究者が分担し執筆してきました。この

コラムはまとめて、ブックレットとして平成 28 年に出版を予定しています。   

最後に、これらの活動を総括するために、平成 28 年 2 月 21 日に、地域の研究者と

鹿児島大学の研究者が参加し、シンポジウム「生物多様性シンポジウム―奄美群島

の生物多様性：その魅力を再発見―」を開催しました。 
本プロジェクトは 6 年単位の大学中期計画との関係で平成 27 年度末に一旦終了

しますが、平成 28 年度から 4 年間同様のプロジェクトを実施します。このように、

今後も鹿児島大学は全学プロジェクトとして奄美群島を中心とした薩南諸島を 

対象に教育・研究、そして地域貢献を推進していきます。 

 



ii

ii 

本報告書は平成 27 年度文部科学省特別経費（プロジェクト）「薩南諸島の生物 

多様性とその保全に関する教育拠点形成」の活動報告書です。最後に、本事業を  

行うにあたりご協力いただいた、地域の住民の皆様、そして奄美市や奄美群島広域

事務組合を中心とした薩南諸島における行政機関の皆様に感謝を申し上げます。 
 

平成 28 年 3 月 9 日 
プロジェクト代表 

鈴木英治 
河合 渓 
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【観察会】 

奄美の生物多様性観察会 

日時：平成 27 年 9 月 26 日 9 時 30 分～13 時 
場所：住用干潟 

 

   

 
 
 

【観察会】 

初冬の奄美で森の木を見る会 

日時：平成 27 年 12 月 23 日 9 時～12 時 30 分 
場所：奄美自然観察の森 
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【生物多様性シンポジウム】 

奄美群島の生物多様性―その魅力を再発見― 
日時：平成 28 年 2 月 21 日 13 時～17 時 
場所：名瀬公民館金久分館 2F 研修室 

 

 

 




